中学校国語科における学びの自覚化をうながす「書くこと」の指導 : 国語科と美術科との連携による言語活動の充実 by 宮内, 征人
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中学校国語科における学びの自覚化をうながす「書くこと」の指導
―
  国語科と美術科との連携による言語活動の充実
  ―
宮
　
内
　
征
　
人
一
　
他教科に生きる国 の役割
１
　
指導の在り方を工夫・改善していくこと
　
平成二〇年版の学習指導要領においては、思考力・判断力・表現
力の育成を図るために、国語科のみならず各教科等において言語能力を高めることが重視されている。各教科等において、生徒の思考力、判断力、表現力等をはぐくむための「話す・聞く」 「書く」 「読む」活動の重要性は言うまでもな 、国語科で培った能力を各教科等において役立てていかなければならない
（１）
。
　
学習指導要領解説総則編の第三章「教育課程の編成及び実施」の
第五節「教育課程実施上の配慮事項」に 、言語活動 充実について、 次のよう 明示されている。 （傍線は引用者が添えた。 以下同様）　　
生きる力をはぐくむために基礎的・基本的な知識及び技能を確実　
各教科等の指導に当たっては、生徒の思考力、判断力、表現
力等をはぐくむ観点から、基礎的・基本的な知識及び技能 活用を図る学習活動を重視するとともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上で必要 言語環境を整え、生徒の 活動を充実するこ 。
に習得させ、基礎的・基本的な知識及び技能を活用して課題を解決するような学習の活動が求められており、思考力、判断力、表現力をはぐくむために言語 の充実があるのである。　
堀江祐爾は、 「各教科等における言語活動の充実」において、平
成二十年一月の中央教育審議会による答申を引用し、次のように述べている
（２）
。
　　
堀江は、言語能力の育成において、国語科が他教科よりも最優先
で示されていることに着目し、言語がコミュニケーション、感性・情緒の基盤であり、 「話す・聞く」 「書く」 「読む」活動のない学習はありえず、 言語力の育成と活用の重視は必然とする。吉田和夫は、「言語活動の充実を図るための中学校で編成する教育課程経営上のポイント」の中で、 「 活動を各教科の学習方法として効果的に
　「各教科等における言語活動」の「各教科」には当然、国語科が含まれる。いや、その筆頭に位置していることに注目したい。言語こそが、知的活動 コミュニケーション、感性・情緒の基盤である
と位置づけている。確かに、よほど特殊な状況を設定
しない限り、
 言語が関与しない教育活動は考えられない。だから
こそ、 「言語力の育成・活用の重視」が求められているのである
。
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位置づけることで、それぞれの教科の学習に広がりや深まり、確かさをもたらすことが きるのである。 」と記してい
る（３）
。学校現場に
おいても管理職や研修係等からも言語活動の充実を耳にする。　
しかし、折川司が指摘した
（４）
ように、言語活動の充実について、中
学校からの報告や提言はそう多くはない。平成二〇年版の学習指導要領に明示されていなが 、国語科以外の教科等において、言語活動の充実 ついての共通理解、共通実践が難しいのはなぜな か。その要因の一つとし 、国語科以外の教科においては は手段でしかないと捉えられて ないか
（５）
。例えば、 数学的思考 （数学科） 、
科学的思考（理科） 、運動的技能（保健体育科） 、といった各教科の特性を重視した授業においては、なぜそのような数式を立てた か「自分の言葉で説明」したり、パスが続くためにはどのような工夫が必要かを「グループで話し合い 課題を解決」し り いった活動に重きがおかれることはなかった。能動的 授業が成立するために下支えとなる有効な言語活動がこれまで重視されずにきた。言語がコミュニケーション、 感性・情緒 基盤である限り、 「話す・聞く」 「書く」 「読む」活動のない学習はありえな 。言語活動の充実を意図的、計画的に位置づけ、指導の在り方を工夫・改善していくことが求められる。
２
　
国語科との連携を図るための手立て
　
後述する、美術科の鑑賞活動において、美しさやよさについて自
分の思ったことや感じたことを適切に文章表現をすることができない課題があり、国語科の「書くこと」と美術科の鑑賞学習とが結び
つかず、国語科での学習が生かされていないということが実態としてあった。国語科では言語活動を通して言語能力の育成をめざしているものの、確かな学力、豊かな学力と 他教科の学習にまで生かされておらず 身に付けるべき力が身に付いていなかった。言語活動の基幹教科である国語科が他教科等と連携して「言語活動の充実」を図ることは可能 連携の課題として、次のような理由が考えられる。　
●
 国語科と他教科とが連携する学習が教育課程や年間指導計画においてカリキュラム化されていない。
　
●
 したがっ 、異なる教科におい の相互乗り入れによる授業実践が行われない。
　
●
 そして、何よりも乗り入れ可能かは教員間の信頼関係や人間関係に左右されることが大きい。
　
他教科の学習が国語科の学習に生かされる、あるいは国語科での
学習が他教科の学習に生かされることは少なくな
（６）
。国語科の指導
内容と他教科との指導内容と重複す 例 して、古典教材「おくのほそ道」 （松尾芭蕉）の「平泉」の段の場合、源平の争い、源義経についての歴史的背景をふれることにより社会科での学習が国語科に生かされ、国語科の学習によって歴史学習の定着が可能となる。しかし、教科ごとに指導していては 者の 深まりや定着は今一つであろう。国語科 が について連携を密にしておく必要がある　
先の課題を克服するための具体策として、まず①連携による学習
指導について美術科の理解と支援を得ること、次に②国語科と美術
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科とが連携した指導計画を立て、③必要に応じて美術科からの支援を得るようにした。実践するにあたって、堀江の「よりよい授業実践のためのポイント
（７）
」の中の、 【 「伝え合い」の場を繰り返し設ける】
及び、 【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】の二点を意図的、計画的に取り入れ、学びの自覚化、学習の可視化を試みた。これらは「交流 通した言語活動の充実」及び「問題解決のプロセス重視」 を念頭においたものである。 まずは国語科実践において 【 「伝え合い」の場 繰り返し設け 】及び、 【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】を実践（実践Ⅰ）し、 さらに他教科で （実践Ⅱ）する工夫を行った。　
言葉の力を育成する基幹教科である国語科と他教科とが連携して
言語活動の充実を図り、 「書くこと」 指導を通して学び 自覚化をうながすことを本稿において論じていく。
二
　
言語活動の充実を図る 「書くこと」 領域の研究Ⅰ （実践Ⅰ）
　
言語活動の充実を図る「書くこと」領域の研究として、三年生対
象に近代詩の推薦文 書かせた。三省堂平成二四年版教科書の「詩の魅力を伝えよう」 （書くこと）を発展させた実践である
（８）
。
　
単元名と教材名及び単元の目標は次のとおりである。
　
□単元名「近代詩の魅力を伝えよう」
　
□教材名「近代詩の鑑賞」 （全五時間）
　
□単元の目標
　
（1） 　
書いた文章を互いに読み合い、交流を通して、自分の表現に
生かそうとしている。 （国語への関心・意欲・態度）
　
（2） 　
学習過程の各段階のねらいに即して推薦文を書く力を育む。
（書く能力）
　
（3） 　
選んだ詩の中の語句や表現について理解を深める。 （言語に
ついての知識・理解・技能）
　
□本単元における言語活動【中学校第三学年「書くこと」 】
　　
おすすめの近代詩を選び、推薦文を書く。
　　
１
　
可視化した評価観点つきのワークシートを作成
　
第一時は近代詩の推薦文を書くために次の五詩人の詩（金子
みすゞ「積つた雪」 、 北原白秋「落葉松」 、 立原道造「夢みたものは」 、萩原朔太郎 竹」 、宮澤賢治「雨ニモマケズ」 ）から一つ選ばせて、その根拠を書かせた。第二時は詩の作者や詩ができた当時の時代背景等を取材させた。第三時は推薦文の構成を考えさせた。ここでは三段落構成を条件とし、 一段落には作者に関する情報や詩ができた背景等を、第二段落は詩に込められた作者の思いを、第三段落は自分が気に入った表現についてまと させ 。第四時は推薦文の下書きを作成させた。五百字程度を条件 し、その際、 推薦文を書く際に気 つけること」として、 「内容・表現」 「構成・表記」についての評価の観点を示した。 五時は作成した推薦文（下書き）を交流させた。原稿用紙の下部には授業で習得 た学習内容を活用できたかを可視化した、評価 観点付きのワークシートを作成しペアで下書きを交換 て読み、 評価の観点と一致していれば○印 、観点とよく書けているところ 矢印で結び、良いところやアドバイ
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スも書かせた。交流での改善点を取り入れた上で推薦文（清書）を作成させて、全員の前で発表させた。学習者Ａ子は推薦文の下書きをふまえ、次の推薦文（清書）を作成した。　
２
　
評価の観点により、身につけたい力が明確になる
　
実践Ⅰの成果としては、次の四点が挙げられる。①交流活動によ
り、学習者が主体的に学習に取り組む姿が見られた。②詩に用いられる語句や主題の理解はもちろん、詩人の境涯など詩の背景についても言及する推薦文も見られ、詩に対する理解の深まりが表れていた。 【資料１】 にみられるように、 三段落構成で五百字の条件を与え、「内容・表現」 「構成・表記」を意識させたことにより、批評する文章を書くことができた。③交流したことが生かされて、下書きよりも表現が練られた推薦文に仕上がっていた。これはペアの学習者の
　　
優しいまなざしで
　
金子みすゞは大正時代末期から昭和初期にかけて活躍した詩
人だ 本名は金子テル、満二十六歳で生涯を終えた。 （略）　「積つた雪」 、金子みすゞのこの詩にこめられた思いは、二つある。 （略）こんな思いがこの詩にはこめられている。　この詩で私が気に入った表現 、 「さむかろな」 「重かろな」
というように、雪の感情を書いているところだ、理由は、 （略）からだ。そうした表現から、金子みすゞの詩集の原点である、小さない ちを慈 む思い、いのち きものへ 優しいまなざしが伝わってきた。
アドバイスが有効だったといえよう。他者の目をくぐらせることで表現が練り上げられた。④評価の観点を設けたことにより、指導すべき事項（身につけたい力）を明確にすることができた。問題解決のプロセスを重視し、目的の明確化、入口と出口の自覚化を意識させた。その結果、学びの自覚化をうながすことにつながったといえよう。自分の意見や考えに明確な根拠をも せ、他者との交流を通して自らの考えが深まっていく学習活動は一定の成果が得られた。②③④については、 「よりよい授業実践のためのポイント」を取り入れたワークシートを作成したことにより、学びの自覚化をうながす結果につながった
三
　
言語活動の充実を図る 「書くこと」 領域の研究Ⅱ （実践Ⅱ）
　　　
―
  国語科と美術科との連携
  ―
　
実践Ⅱでは交流のあり方を再考し、他教科との関連を図り、 「伝
え合い」を重視した「書くこと」領域の研究をテーマに取 組むこととした。　
堀江は、中学校学習指導要領の各教科等において示された言語活
動として、美術科においては「伝えたい内容につい 分かりやすさや美しさを考える活動。作品に対する思いや考えを説明し合う、批評し合う活動」 を挙げている
（９）
。美術作品に対する自分の考えを述べ、
根拠を明らかにする言語活動を国語科で行うこともできよう。　
東良雅人は、平成二〇年版学習指導要領の美術科における「Ａ表
現」と国語科における「話すこ ・聞くこと」 、 「自分が感じ取っ
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たことや考えたことなどを表出する過程における学びには共通する点も多い」と述べる
）（1
（
。同様に、美術科における「Ｂ鑑賞」と国語科
における「聞くこと」や「読むこと」についても、 「対象と向き合い、対象の見方や考え方について自分の考えをも などは 自分の中に新しい意味や価値をつ りだす につながると考えられる」としている。東良は次のように結んでいる
）（（
（
。
　　
国語科と美術科との連携を図るには、 学びの過程を重視し、 単元、
題材を通して育成する資質・能力と学習内容との関係を明確 した授業づくりが肝要である。 「美術文化」
 としては、
 日本画、
 洋画、
 彫
刻などの鑑賞文を書く活動が考えられよう。国語科で学習したことが美術科で生かされ、美術科の学習が国語科で生かされることにつながる学習指導である。双方向で びはより確かな学力として期待できる。堀江や東良の論をふまえ、 実践Ⅱに取り組むこと た。　
三省堂平成二四年版の一年生の教 書には「鑑賞文を書こう」と 　
国語科と美術科それぞれの学びの過程を重視し、単元、題材
を通して育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にした授業づくりをすることが求められる。そのこ で、国語科で学習したことが美術科で生かされ、美術科の学習が国語科で生かされることにつながり、それぞれが一層充実した学習に高まっていくと考えられる。 （中略）
言語文化や美術文化は、我が国の
文化において中核をなすものであると言えることから それぞれの我が国の伝統や文化に関する内容についても連携を大切にしたい。
いう教材がある。文学や音楽、美術などの作品を選んで鑑賞文を書き、感想を述べ合う 根拠を明らかにして自分の気持ちを伝えることが求められる。この学習をさらに発展させたいと考え、他教科と連携した指導計画を立てることとした。単に鑑賞文を書くのではなく、ゲストティーチャーとして美術科教諭の協力も得ながら美術作品の鑑賞文を書く活動へとつなげ いく。実践Ⅱにおい も、前項の、 堀江のポイント【 「伝え合い」の場 繰り返し設ける】及び【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうな す】は単元の指導 継続して実践した。伝え合いを繰り返し、学びの可視化、自覚化をうながすことにより、 単元での言語活動の充実 図ることをねらいと た。
四
　
指導の実際
　
１
　
身近な地域の美術文化に対する関心を高める指導
　
実践Ⅱでは美術科と連携を図り、郷土出身の画家の作品について
鑑賞文を書く活動を行う。 「中学校学習指導要領解説美術編」 の 「第１学年
 ２内容
 Ｂ鑑賞」には次のように明示されている。
　
（1） 　
美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう活動を通し
て、鑑賞に関する次の事項を指導する。
　
ア
 　
造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と表現の工夫、
美と機能性の調和、生活における美術の働きなどを感じ取り、作品などに対する思いや考えを説明し合うなどして、対象の見方や感じ方を広げること。
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作品などに対する思いや考えを説明し合い、身近な地域の文化遺
産を鑑賞し、美術文化に対する関心を高めていくような指導が求められる。本単元では
（1）のイをふまえ、 言語活動を積極的に取り入れ、
郷土出身の画家の鑑賞文を書かせ、交流させる。豊かで確かな学力をつけるために、国語科と美 科が連携 具体策の一つとして、美術科の教員がゲストティーチャーとして国語の授業に参加した。ゲストティーチャーは学習者に対して 「郷土出身 画家の絵の精選」「鑑賞の際の視点のアドバイス」 「下書きの際のアドバイス」等の指導を行うこととした。
　
２
　
単元の位置とねらい
　
単元名と教材名及び単元の目標は次の通りである。
　
□単元名「根拠を明らかにして自分の思いを伝えよう」
　
□教材名「鑑賞文を書こう」
―郷土出身の画家の思いに触れる―
　
□単元の目標
　　
（1） 書いた文章を互いに読み合い、交流することによって、自分の表現をよりよいもの 高めようとしてい 。 （国語への関心・意欲・態度）
　　
（2） 学習過程の各段階のねらいに即して鑑賞文を書くことができる。 （書く能力
　
イ
 　
身近な地域
や日本及び諸外国の
美術文化遺産などを鑑賞
し、
そのよさや美しさなどを感じ取り、美術文化に対する
関心を高めること。
　　
（3） 作品のよさを書き表すために、表現技法を適切に用いている。 （言語についての知識・理解・技能）
　
□本単元における言語活動【中学校第一学年「書くこと」 】
　
 　
郷土出身の画家の作品の中から好きな作品を一つ選び、鑑賞文
を書く。
　「鑑賞する力」を高めるためには、 「自分の考えを形成する」ことが前提にあり、対象を様々な角度から捉えて、そのよさを見分け、味わって書くための知識・技能も必要である。 鑑賞文を書く際には自分が抱いた思いとそ 理由を挙げさせるとともに 作者や作品ができた時代背景等にも着目させたい。書いた鑑賞文を互いに読み合い、交流を行うことで、自分の表現 よりよ ものに高め、自分見方や考え方 深めることをねらいとした。　
３
　
交流を通して言語活動の充実を図る
　
第一時はまず単元の見通しをもたせ、五名の郷土出身の画家七作
品（木村探元「富嶽雲烟の図」 「松の麒麟の図」 、黒田清輝「赤き衣を着たる女」 「桜島爆発図」 、 曽山幸彦「上野東照宮図」 、 床次正精「西郷肖像」 、藤島武二 鮫剪眉」 ）の中から好きな作品を一つ選んで鑑賞文を作成させた。また、なぜその作品を選んだ か、根拠 書かせた。第二時は作者や作品ができた時代や背景等につ 取材をさせた。図書室の本やインターネット、美術資料等 活用し、ワークシートにまとめさせた。第三時は、鑑賞文①の構成を考えさせ 条件を四段落構成、制限字数を四百字とした。 「作品 全体像」 「絵を見て自分が感じたこ とそ 理由」 「 者や作品ができた につ
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時 主な学習活動 指導上の留意点【評価規準（評価方法）】
事前○ 事前指導として、郷土出身者たちの描いた複数の絵画から、鑑賞文として書きやすい絵画を数点
選んでもらうよう、美術教諭に依頼した。それをうけて学習者に鑑賞画を１つ選択させた。 
1
○ 鑑賞文について知る。
○ 単元の学習課題を設定する。
　郷土出身の画家の作品の鑑賞文を作成する。
○ 美術教諭から鑑賞のポイントを聞く。
○ 郷土出身の画家の作品から自分が好きな作品
を１つ選び、自分の好きな作品を選んだ根拠
を書く。
 ・ 教科書に記載されている鑑賞文の例を読み、鑑
賞文について説明する。
【関心・意欲・態度①（観察）】
 ・ 鑑賞のポイントを学習者に押さえさせる。
 ・ 好きな理由を根拠を明らかにして考えさせる。
【書く能力①（ワークシート）】
2
○ 作者や作品ができた時代や背景等について取
材をする。
 ・ 図書室の本やインターネット、美術資料集等を
活用する。
【関心・意欲・態度①（ワークシート）】
3
○ 鑑賞文の構成を考える。
○ 鑑賞文①を400字で作成する。
 ・ ４段落で構成させる。
 ・ 取材したことの中から取捨選択し、書く内容を
決める。
【書く能力②③（ワークシート）】
【言語についての知識・理解・技能①②（ワーク
シート）】
4
○ 交流会①で、鑑賞文①を互いに読み合い、相
互評価を行う。
○ 交流を生かした鑑賞文②を作成する。
 ・ 文章を読んで、情報の選び方や文章の構成、文
体等の良い点や改善点（アドバイス）を交流カー
ドに書かせる。美術教諭に参加してもらい、適
宜学習者に助言を与えてもらう。
【関心・意欲・態度①②（観察）】
【書く能力④（作品）】
5
○ 交流会②で、鑑賞文②を互いに読み合い、相
互評価を行う。
【「伝え合い」の場を繰り返し設ける】
【「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】
 ・ 文章を読んで、情報の選び方や文章の構成、文
体等の良い点や改善点（アドバイス）を交流カー
ドに書かせる。
【関心・意欲・態度②（観察）】
【書く能力④（作品）】
6
○ 交流を生かした鑑賞文③（清書）を作成する。
【「伝え合い」の場を繰り返し設ける】
【「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】
○ 単元を振り返って自己評価を行う。
 ・ 交流したことを生かして、自分の文章のどこを
改善すればいいか考えさせる。
【書く能力④（作品）】
【言語についての知識・理解・技能①②（ワーク
シート）】
単元の指導計画
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いて」 「絵を見て強く感じることや想像できること」が書くことの中心となる。事前に評価の観点（交流カード）を提示し、取材内容から取捨選択し、書く事柄を決めさせた。　
第四時は一回目の交流会である。第三時に書いた鑑賞文①を互い
に読み合い、相互評価を行った。情報の選び方や文章の構成、文体等の良い点や改善点（アドバイス）を交流カードに書かせた。改善点をふまえて鑑賞文②の作成を行った。第五時は二回目の交流である。第四時と同様の要領で鑑賞文②を互い 読み合い、相互評価を行った 実践Ⅰの実践と異なり、実践Ⅱは交流を一回から二回に増やしている。堀江 ポイント【 「伝え合い」の場 繰り返し設ける】を基に、交流を通して言語活動の充実を図った。第六時は を生かした鑑賞文③（清書）を作成し、単元を振り返 自己評価 行わせた。　【資料１】は一回目の交流におけるＮ子の鑑賞文②と交流カード
（評価の観点）である。Ｎ子は「赤き衣を着たる女」 （黒田清輝）の鑑賞文を書いた。交流したＡ子は【内容・表現】の四項目に〇をつけ、その中の「作品を見ていない人にも作品のイメージが伝わるように工夫して書けて る 」に花マルをつけ、 「赤い花がさいている木があり 画面 央に横を向い 女性が立っている。 （略）後ろの花や を淡い色で描いて、 女性を目立つよう した構図。だから、女性 表情も分かりやすい。口を閉じて、視線は、少 下を向いていて、少し悲しそうな表情。なぜか、その表情に心を ばわれ 」の部分を吹き出しで囲んだ。 原稿の左端に 「意味を知りたい」 （緑色） 、「字のまちがい」 （青色） 、 「表現がいい」 （赤色） 、 「細かい所までグッ
ド」 （桃色） と記し、色ペンで区別して使い分けている。色ペンを使用することや一目でわかるようにそれぞれ色を使い分けたことはＮ子の発想、工夫から生まれたものである。　
Ａ子は「この文
章では、次の表現がいいと思います。 」 につ て、 「絵の説明のところの表現グッド。絵の構図までみている所がすごくいい」と記している。注目すべきは、 【内容・表現】の「題名に工夫が見られるか。 」に
×
を記
すだけでなく、そ
【資料１】
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の右隣に「題名かいたらパーフェクト」と書き添えている点である。Ｎ子への気遣いを示すものである。この指摘を受けてＮ子は二回目の交流の際に 鑑賞文①の無題から「悲しそうな女性」と修正する。交流の成果ということができよう。　【資料２】は一回目の交流で修を加えた、二回目の交流におけるＮ子の鑑賞文②である。交流相手はＨ子である。一回目の交流 は無題を指摘されていたが、二回目の交流
においては交流カードの評価の観点全てに〇印がついている。題を「悲しそうな女性」とし、前回の交流でのＡ子のアドバイスが生かされている。Ｈ子は評価の観点と一致する表現四箇所を矢印で結んで、一目でわかるようにしている。これはＮ子の学びの可視化、自覚化をうながす効果をもたら 二回目の交流を通してＮ子は清書を書き上げた。　
　
画面左側に、赤い花が咲いている木があり、画面中央に横を
向いた女性が立っている。着物と花の赤色が、透き通るように白く美しい の肌をいっそう引き立てている。　
後ろの花や木をあわい色で描いて、女性を目立つようにした
構図。だから、 女性の表情もわかりやすい。口を閉じて、 視線は、少し下を向いていて、少し悲しそうな表情。子供など大切なものを見守っている様子がして、心がうばわれた。　
この絵を描いたのは、黒田清輝という方だ。一八六六年八月
九日に鹿児島市で生まれた。一八九三年にフランスから帰国し、外の太陽の光を表現した作品を発表すると 日本の画家たちに大きな衝撃を与えた。　
この絵も、明るい色を使ったり、淡い色を使ったりして、太
陽の光を表現している。それに、明る 色を使って描いたのは、きっと、悲しげな女性が明るくなってほし という思いで描いたのではないかと考える。
【資料２】
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４
　
交流会による学びの自覚化、可視化の効果
　
前述のように、二年次においては二回の交流会を行った。交流会
を通して、学んだことや役に立ったことを振り返らせた。次はワークシートにまとめた一部である。　　
ＸとＹとＺの感想の、 「友達から教えてもらえるので、一回目よ
りもいい鑑賞文を書くことができた」 「教えてもらうこと よって新しい視点で絵を鑑賞できた」 「さらに新しい発見が生まれ…さらにレベルアップした鑑賞文を書くことができた」から、 【 「伝え合い」の場を繰り返し設ける】ことによって「交流を通した言語活動の充実」が図られたことがわかる。同時に、 問題解決のプロセス重視」によって【 「メタ認知」ま 導き学びの自覚化をうながす】ことが自らの気づきとなり、関心や意欲の向上へとつながっている。ＹとＺの「また新しい視点で詳 く絵を鑑賞するこ ができた」 「前よりもさらにレベルアップした鑑賞文を書くことができた」から、学
Ｘ
 交流会を通して、
 自分では気づかない改善点を友達から教えて
もらえるので、
 一回目よりもいい鑑賞文を書くことができた
。
Ｙ
 交流会で友達に
気づいたことを
教えてもらうことによって、
自分もまた新しい視点で詳しく絵を鑑賞することができた。
Ｚ
 最初は作品について、自分が思ったことだけをありのままに書いた鑑賞文だっ けれど、
さらに新しい発見が生まれ、作
品に対して興味がわいてきた。交流会を二回行うことで、前よりもさらにレベルアップした鑑賞文を書くことができた。鹿児島市立美術館に行って、本物の絵を見てみたい。
びの自覚化がうながされた結果とみることができる。
５
　
よりよい授業づくりを目指すために
　
実践Ⅱから次の成果が得られた。
　　「郷土出身の画家の作品の中から好きな作品を一つ選び、鑑賞文を書く」活動を通して、 作品などに対する思いや考えを説明し合い、身近な地域の文化遺産を鑑賞し、美術文化に対する関心を高めていくことができた。ボイントは次の五点である。①郷土の画家について十分に情報収集をさせ、まとめさせたこと。②評価の観点を事前に提示し、条件を意識して書かせたこと。③学習者間交流を二回設け、清書までに下書きを二回さ④ 可視化したワークシートにより、交流を生かしてよりよい文章に練り上げていくことができたこと。 ○
 郷土出身の画家の作品を様々な角度から捉え、表現が工夫された鑑賞文を完成させることができた。
○
 どの生徒も交流会に積極的に取り組む姿が見られた。交流会を二回行っ ことで、自分の考えが深められ、よりよい表現に改善することができた。
○
 美術科教諭との連携を図り、授業の進め方や鑑賞の仕方等の情報交換を密に行った。授業に参加してもらい、授業改善のアドバイスをもらうことができた。本実践後 美術の授業では以前より 鑑賞に対する意欲が高まり、鑑賞する際に多様な表現を使用するようにな た。
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⑤鑑賞文作成において、美術科の支援が何より有効であったこと。　
反面、課題も残った。交流の際に使用するワークシートをさらに
改良することによって、より機能的で実践的なワークシートにする必要がある。基幹教科である国語科が美術科以外の教科の言語活動にも生かせる手立てを考えながら、今後もよりよい授業づく を目指す必要がある。
四
　
より一層充実した学習に高めるために
　
本稿では中学校国語科における学びの自覚化をうながすための
「書くこと」の指導を行った。その際に、 【 「伝え合い」の場を繰り返し設ける】及び、 【 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をうな す】の二点を意図的、計画的に取り入れ、学びの自覚化、可視化を試みた。これらは「交流を通した言語活動の充実 及び「問題解決のプロセス重視」を意識したものであった。 【 「伝え合い」の場を繰り返し設ける】及び、 【 メタ認知」まで導き学びの自覚化をうながす】ことを授業に取り入れたことは 極めて有効な学習指導であったことが学習者の振り返 か わかる。一回の交流に比較して二回 交流においては表現がより練り上げられ、学習者の関心や意欲も高まり、学習者がメタ化でき 結果となった。　
本稿の冒頭、中学校での言語活動の共通理解、共通実践の難しさ
を述べたが、実践を通して 実感として 多くの教科を一人で担当する小学校と異なり、教科担任制の中学校においては 教科間 連携は職員間の良好な関係が土台にあってこそ成立するものである。
今回、 美術科との連携ができたのは、 美術科教師の惜しみない支援、協力があったからである。東良雅人が述べた「国語科で学習したことが美術科で生かされ、美術科の学習が国語科で生かされることにつながり、 それぞれが一層充実した に高まっていく」ためには、同じ学校の職員間の同僚性がものをいうと考えられる。現場の多忙化がいわれる 、 「 学習に高まっていく」ために、 他教科 積極的に連携を推進して きたい。また今後は 「書くこと」 とどまらず、 「話すこと・聞くこと」 「読むこと」 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕へ 実践の幅を広げていきたい。
注
（１） 「言語活動の充実に関する指導事例集【中学校版】 」には次の
記述がある。 「各教科等においては、国語科で培った能力を基本に、それぞれの教科等の目標を実現する手立てとして、知的活動 （論理や思考） やコミュニケーション、 感性・情緒の基盤といった言語の役割を踏まえて、言語活動を充実させる必要がある。 」
（２）河野庸介編『中学校新学習指導要領の展開
　
国語科編』 、明治
図書、二〇〇八
（３）学校教育研究所『新しい教育課程における言語活動の充実』 、
学校図書、二〇一〇
（４）折川は「教科等のセクショナリズムや言語活動自体へ 誤っ
た捉えなどから、特に教科担任制を敷く中等教育の現場では、
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充実に向けた取り組みがなかなか進展しない」 と指摘している。
（５）例えば、 「言語活動は国語科の範疇である（から国語科で取り
組めばよい） 」 、 「言葉で表現したり説明 たりするのは国語科のすることで、○○科にはそぐわない」 、 「言語活動を取り入れなければならないことは承知しているが、どのように取り組んだらよいか、よくわからない といった懐疑や不満の声を他教科の教師から聞く。
（６）髙木まさきは、国語科と他教科等の言語活動対照表を作成し、
国語科と他 科等の連携の仕方として、①国語科で学習した言語活動を他教科等で生か 場合、②他教科で内容的な側面を指導し、国語科ではそれを題材として言語活動を展開する場合、③他教科での言語活動を国語科の学習材 して生かす場合、があるとしている。
（７）堀江の「よりよい授業実践のためのポイント」 は、①年間
指導計画的な観点をもつ、② 「つけたい言葉の力」を見通して授業をつくる、③学びのめあてをくだく、④ 「伝え合い の場を繰り返し設ける、 ⑤ 「メタ認知」まで導き学びの自覚化をう がす、の五点である。
（８）本実践の学習指導案及び指導計画作成については、坂口悠子
教諭との共同の研究によるものであり、同教諭の前勤務校である阿久根市立大川中学校での平成二三年度からの二か年の授業実践がもととなっている。なお、同校美術科 福元和美教諭も本研究に快くご協力いただいた。
（９） （２）に同じ
（
10） 『実践国語研究』 、№三二九、明治図書、二〇一五
（
11） （
10）に同じ
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